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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

実用情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.3SⅡ/2D」  ・・・P1  「BUILD.耐診」 Q&A  ・・・P6 

 
 

◆「BUILD.3SⅡ/2D」 

・外階段の解析例のご紹介 

「平成 19 年国土交通省告示第 594 号第２第三号ハ」で規定されている通り、地上 4 階以上または高さが 20m を超える建物

において、建物の外壁から突出する屋外階段については、突出する方向と直交する方向について水平震度 1.0 とした水平力が作用

するものとして短期許容応力度以下であることを確認することが求められています。 

一方、突出する方向については、「2015 年版建築物の構造関係技術基準解説書」の解説文中に、本体架構の変形に追従でき

ることを確かめておく必要があると記載されています。そのため、建物本体と同じ変位を強制的に与えた場合に短期許容応力度以下で

あることを確認することが求められています。 

上記を踏まえ、「今月のイチオシ」として、「BUILD.3SⅡ/2D」で、外階段の突出方向について建物本体と同じ強制変位を与えて解

析する例をご紹介させていただきます。 

 

 

 

階段 

＜伏図＞ 
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・例題の説明 

X 方向 6.5m スパン、Y 方向 8.5m スパン、10 階建ての RC 造物件を例題とします。Y2 軸／X3 軸から Y 方向に外階段が突

出しています。 

 

 

 

＜一般階伏図＞ 

＜建物 3D 図＞ ＜軸組図＞ 

＜外階段平面図＞ 

2000(mm) 

1500(mm) 

 

240(mm)×7 

＝1680(mm) 

 

梁 

外廊下 

2300(mm) 

スラブ厚さ 150(mm) 

 

壁厚さ   250(mm) 階段 

 

 

  



今月のイチオシ（2021 年 3 月号）  

 

 

3 / 6 

・ビーム要素を定義します 

スラブ・基礎梁・階段壁を、ビーム要素性能（形状）データで定義します。 

部材 符号 断面 

外廊下スラブ SL 厚さ 150(mm)、幅 2300(mm) 

基礎梁 G 幅 500(mm)、せい 2000(mm) 

階段壁 W 厚さ 250(mm)、幅 1680(mm) 

 

 

 

・ビーム要素を配置、境界条件を設定します 

最下階に基礎梁を配置し、2F 階から RF 階には外廊下部分のスラブを配置します。鉛直方向には階段壁を配置します。外階段が

外廊下などを介して建物本体に取り付く節点の境界条件と、階段壁の最下節点の境界条件を設定します。（座標系は解析モデル

図の左下にあります。） 

 

スラブ、階段壁、基礎梁 

を配置します。 
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■境界条件 

X 方向移動：固定 

Y方向移動：固定 

Z 軸回り回転：自由 

■境界条件 

X 方向移動：自由 

Y方向移動：固定 

Z 軸回り回転：自由 

廊下幅 ：2000(mm) 

スラブ長 ：1500(mm) 

階段壁長 ：1680(mm)  

より、2000+1500+1680÷2 

＝4340(mm) 
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・強制変位を設定します 

階段壁の節点に強制変位を設定します。建物本体と同じ強制変位を与えたいので、「BUILD.一貫Ⅴ」の変位図で水平方向の変

位量を確認して、その値を強制変位節点データで入力します。 

 

強制変位を 

入力します。 

＜「BUILD.一貫Ⅴ」の図化出力（変位図）＞ ＜「BUILD.3SⅡ/2D」のモデル図＞ 
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・解析結果を確認します 

左に変位図、右に応力図を表示しています。 

節点変位は、前ページで指定した強制変位と同じ値になっていることが分かります。階段壁脚部の応力が最大となっています。 

        

 

      

階段壁脚部の

応力が最大と

なりました。 

節点変位は、指定した

強制変位と同じ値に

なっています。 

＜変位図＞ ＜応力図＞ 

Q =  90.42(kN) 

 

M = 453.23(kNm) 

Q = 104.43(kN) 

 

 

階段壁および基礎梁について、解析で得られたせん断力と曲げモーメントに対し、許容応力度以下となることを確認して下さい。 
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◆「BUILD.耐診」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：A法を採用した場合の外部袖壁付き柱の剛性評価について指摘された 

Ｑ．2017 年版ＲＣ耐震診断基準で診断を行った外部袖壁が取り付く物件に関して、「BUILD 一貫Ⅴ」で計算を行った後、「BUILD.耐診」にデ

ータリンクを行いました。その後、「BUILD.耐診」にて外部袖壁の入力を行ない、Ａ法で計算したところ、評定委員会より、Ａ法を採用した場合

の外部袖壁付き柱の剛性評価について説明するように指摘を受けました。 

偏心の検討において、外部袖壁の剛性は、Ａ法とＢ法では考慮の有無が異なるのでしょうか？どのように説明すればよいか教えて下さい。 

 

A．2017 年版ＲＣ耐震診断基準では、形状指標の計算に使う剛性分布の検討方法に、耐震診断基準（初版）の定式化にもとづく方法（Ａ

法）、建築基準法施工令の定式化にもとづく方法（Ｂ法）があります。 

Ａ法は規定された割線剛性を使って計算した偏心率と上下階の剛重比から、形状指標のグレードの Gl,Gn を計算し、Ｂ法は偏心率と剛性率

から Fe,Fs を算出して、形状指標のグレードの Gl,Gn を、Gl=1/Fe, Gn=1/Fs として計算します。 

計算実行画面で「SD 指標の計算に入力した Fe,Fs を使用する」にチェックを入れて計算実行した場合は、入力コードの[ＥＬＤ６]で入力した

Fe,Fs（「BUILD.一貫Ⅴ」からリンクした場合は、「BUILD.一貫Ⅴ」での計算結果の Fe,Fs）を使って、形状指標のグレードの Gl,Gn を、

Gl=1/Fe, Gn=1/Fs として計算します。 

つまり、入力コードの［ＥＬＤ６］で入力した Fe,Fs を使って計算したＢ法になります。この場合、Fe,Fs は「BUI.D.一貫Ⅴ」からリンクされた

もので、「BUIL.D 一貫Ⅴ」の１次設計の応力解析において外部袖壁が考慮されていない場合（例えば、外部袖壁を考慮するために柱の剛性

増大率で調整したということなどをしていない場合）、外部袖壁は考慮されていない状態での応力解析ですので、外部袖壁を考慮しないで計算

した Fe,Fs を使ったＢ法ということになります。 

計算実行画面で「SD 指標の計算に入力した Fe,Fs を使用する」にチェックを入れないで計算実行した場合で、入力コードの［ＩＮＳ２］で

Ｂ法を設定した場合は、「BUILD.耐診」での計算実行において、診断基準で規定されている割線剛性を使って偏心率と剛性率を計算し、計

算された偏心率と剛性率から Fe,Fs を計算して、最終的に、形状指標のグレードの Gl,Gn を、Gl=1/Fe, Gn=1/Fs として計算します。この場

合は、入力コードの［ＥＬＤ６］で入力した Fe,Fs は計算に使いません。また、この場合の剛性計算は、Ａ法もＢ法も同じで、外部袖壁を考

慮した袖壁付き柱として耐力計算されていれば、それから求まる剛性も外部袖壁を考慮した剛性となりますので、Ａ法でもＢ法でも外部袖壁の

剛性を考慮していることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 220 件、通常の Q&A を 3540 件以上掲載しています

ので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

